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戦
国
よ
り
漢
初
に
至
る
春
秋
説
話
伝
承
の
一
側
面

1
読
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
春
秋
事
語
』
－

近
　
藤

則
　
之

は
　
　
じ
　
め
　
　
に

　
一
九
七
三
年
十
二
月
、
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
第
三
号
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
多
く
の
謹
書
の
中
に
、
十
六
条
の
春
秋
期
の
説
話
を
記
し
た
，

も
の
が
あ
る
。
こ
の
添
書
は
『
文
物
』
一
九
七
七
年
第
一
期
の
誌
上
に
『
春
秋
難
語
』
と
い
う
仮
題
（
も
と
無
焼
石
）
の
も
と
に
、
そ
の

釈
文
及
び
若
干
の
注
釈
が
、
崇
重
娘
氏
の
解
題
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。
更
に
一
九
七
八
年
七
月
に
は
同
陳
書
の
原
物
大
の
図
版
と
釈
文

及
び
注
釈
が
、
同
時
出
土
の
『
戦
国
縦
横
家
書
』
と
仮
題
を
付
け
ら
れ
た
言
書
の
そ
れ
と
併
せ
て
、
『
馬
王
嶺
町
二
半
書
』
〔
参
〕
と
し

て
文
物
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

　
出
土
以
来
今
日
ま
で
、
公
開
済
み
の
諸
吊
書
の
中
で
、
『
老
子
』
甲
乙
両
本
と
そ
の
客
前
あ
る
い
は
巻
後
の
古
豊
平
や
『
戦
国
縦
横
家

書
』
に
つ
い
て
は
、
戦
国
か
ら
窯
初
の
歴
史
・
思
想
史
の
一
端
を
探
る
上
で
の
重
要
な
資
料
と
し
て
、
内
外
の
強
い
関
心
を
集
め
て
い
る

が
、
『
春
秋
事
語
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
春
秋
説
話
の
僅
々
十
六
条
の
雑
録
で
あ
り
、
歴
史
や
思
想
史
等
の
面
に
お
い
て
は
特
に
見
る

べ
き
も
の
が
な
い
も
の
の
如
く
で
あ
る
た
め
か
、
あ
ま
り
関
心
は
高
く
な
い
。
上
述
の
張
番
以
外
に
、
出
土
直
後
の
『
文
物
』
誌
上
に
、

中
国
の
一
、
二
の
学
者
の
個
人
的
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　
今
日
の
文
献
資
料
中
、
春
秋
説
話
の
伝
承
の
担
い
手
と
し
て
、
通
常
に
は
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
は

そ
の
成
立
の
確
か
な
時
期
や
意
義
に
つ
い
て
未
だ
に
定
説
を
見
な
い
。
新
出
土
の
吊
書
『
春
秋
諺
語
』
は
そ
の
記
載
内
容
が
、
『
左
伝
』

や
『
国
語
』
の
そ
れ
に
甚
だ
似
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
資
料
と
し
て
と
り
も
直
さ
ず
漢
初
に
お
け
る
春
秋
説
話
の
伝
承
の

一
形
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
召
書
は
当
時
春
秋
説
話
が
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
か
、
ま
た
『
左
伝
』
や
『
国
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語
』
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
小
論
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
関
心
よ
め
、
『
春
秋
事
語
』
を
吟
味
し
て
得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
鼠
書
『
春
秋
事
語
』
の
体
裁
の
細
か
な
点
に
つ
い
て
は
前
掲
の
『
文
物
』
等
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、
直
ち
に
そ
の
十
六

条
の
春
秋
説
話
の
内
容
を
検
討
し
た
い
。
た
だ
そ
の
書
写
・
の
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
本
鼠
が
高
祖
七
去
の
誰
を
避
け
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
ら
、
前
側
〇
〇
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
〇
年
と
み
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
春
秋
事
語
』
解
題
）
。
し
か
し
、
前
漢
初
期
の
避
諄

は
さ
ほ
ど
厳
密
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
コ
じ
か
ら
、
可
能
性
と
し
て
、
そ
の
時
期
は
三
号
聖
主
の
死
亡
年
、
前
一
六
八
年
£
近
く

ま
で
下
り
得
る
。
よ
っ
て
小
論
で
は
当
面
こ
の
立
場
に
立
っ
て
お
く
。

　
さ
て
『
春
秋
事
語
』
十
六
章
は
お
お
む
ね
、
導
入
と
し
て
の
事
件
・
事
態
を
叙
述
す
る
部
分
、
そ
の
事
件
の
当
事
者
あ
る
い
は
客
観
的

立
場
に
あ
る
者
の
対
話
・
議
論
・
評
論
の
部
分
、
末
尾
に
事
件
・
事
態
の
結
末
を
叙
述
す
る
部
分
の
三
段
落
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

今
、
前
掲
釈
文
及
び
注
を
参
考
に
し
な
が
ら
十
六
章
そ
れ
ぞ
れ
の
梗
概
を
、
事
件
・
事
態
の
発
生
し
た
国
や
年
、
及
び
類
似
説
話
を
載
せ

る
文
献
逃
そ
の
他
参
考
事
項
と
併
せ
て
ま
と
め
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
表
中
の
章
名
は
、
国
章
冒
頭
に
見
え
る
字
句
を
そ
の
ま
ま
採

っ
た
仮
称
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
掲
の
釈
文
の
申
で
用
い
ら
れ
た
も
の
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
梗
概
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
構
成
に
従

っ
て
、
ω
導
入
の
叙
事
文
、
②
言
説
部
分
、
㈲
結
末
の
叙
事
文
に
分
け
て
記
し
た
。
な
お
、
本
貫
書
は
巻
首
部
分
の
破
損
が
激
し
く
、
内

容
を
ほ
と
ん
ど
読
み
と
れ
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
は
他
の
文
献
、
特
に
『
左
伝
』
に
よ
り
補
え
る
箇
所
は
補
っ
た
。
事
件
・

事
態
の
発
生
年
に
つ
い
て
は
『
春
秋
』
及
び
『
左
伝
』
の
紀
年
に
従
い
、
春
秋
魯
侯
の
訟
に
よ
ヶ
て
記
し
、
西
暦
を
付
し
た
。
ま
た
、
類

似
説
話
を
載
せ
る
文
献
は
、
前
掲
注
釈
に
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
筆
者
の
調
査
し
え
た
範
囲
内
の
も
の
を
付
加
し
た
。
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三
里
克

ω
　
晋
の
恵
公
が
圃
国
の
大
夫
里
克
を
殺
し

誌
上
＋
年

左
伝
、
直
上
年

言
説
者
、
言
語
内
容
破
損
の

一

章

　
た
こ
と
。
拗
　
右
の
こ
と
に
対
す
る
某
人
の
批
判
？

晋

前
六
五
〇

国
語
、
晋
三
三
史
記
、
晋
世
家

た
め
不
明
。

㈹
　
破
損
の
た
め
不
明
。

燕
大
夫

ω
　
燕
の
大
夫
子
□
が
晋
に
勝
ら
、
帰
国
し

こ
の
燕
を
張
政
立
命
北
燕
と

章

て
飲
至
（
祖
廟
で
の
飲
酒
典
礼
）
を
行
な

み
る
（
春
秋
事
語
解
題
）
。

二

　
つ
た
こ
と
。
働
　
そ
の
弟
子
車
の
右
の
行
為
に
対
す
る
批

燕

0
二

他
書
に
見
え
ず
。

判
。

㈹
　
後
に
晋
に
大
敗
し
た
こ
と
。

韓
三
章

ω
　
晋
の
歯
面
が
韓
氏
魏
氏
を
率
い
て
、
趙

出
馬
四
年

左
伝
、
踏
肥
二
十
六

□
赫
の
議
論
他
文
献
に
み
え

を
晋
陽
に
攻
め
た
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

三
四
五
三

年
　
国
語
、
．
晋
語
九

ず
。

㈲
　
そ
れ
に
対
す
る
□
赫
の
議
論
。

韓
非
子
、
喩
老
漕
十
「

三

㈹
　
韓
・
魏
・
趙
の
三
家
が
高
議
に
反
し
た

晋

過
　
戦
国
策
、
趙
・
魏

こ
と
。

・
韓
策
史
記
、
趙

・
晋
世
家
　
准
南
子
、

人
間
訓

魯
文
公

ω
　
魯
の
文
公
死
後
の
後
継
問
題
で
東
門
裏

文
公
十
八

左
伝
、
同
上
年

’
「
宰
公
電
目
人
」
別
の
箇
所

章
，

仲
が
嫡
を
殺
し
、
反
対
派
叔
仲
恵
伯
を
殺

年

で
は
「
裏
負
人
」
に
作
る
。

四

さ
ん
と
、
偽
君
命
に
よ
っ
て
お
び
き
出
そ
う
と
し
た
こ
と
。

魯

前
人
〇
九

囲
　
宰
公
嚢
目
人
の
恵
伯
に
対
す
る
注
告
。

な
り
詳
。

㈹
’
裏
中
が
恵
伯
を
殺
し
た
こ
と
。

一
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晋
献
血

ω
　
晋
の
献
公
の
た
め
に
魏
州
余
が
、
秦
に

文
公
十
三

左
伝
、
同
上
年

脇
句
公
は
霊
公
の
誤
り
。

五
郵
政
会
章

　
亡
命
し
た
賢
者
三
会
を
呼
び
戻
さ
ん
と
策
　
略
し
、
秦
君
、
三
朝
の
諌
止
を
聞
か
ず
階
　
公
を
帰
し
た
こ
と
。
拗
　
活
人
に
よ
る
三
朝
の
死
の
予
言
。

晋
O
秦

年
前
六
一
四

韓
非
子
、
説
難
史
記
、
晋
世
家

㈲
暁
朝
の
死
。

伯
有
章

ω
　
鄭
の
伯
有
と
某
人
と
の
対
立
。

嚢
公
二
十
九

左
伝
、
同
上
年

某
人
、
左
伝
で
は
公
孫
黒
。

㈲
　
伯
有
に
対
す
る
園
子
辛
の
批
判
と
そ
の

～
三
〇
年

梗
概
の
（
　
）
部
、
前
後
関

白

死
の
予
言
。

鄭

前
五
四
五

係
、
及
び
左
伝
の
記
事
に
よ

㈹
　
（
伯
有
の
死
）
と
子
産
が
鄭
の
相
と
な

～
五
四
四

っ
て
補
う
。
二
子
辛
の
言
説

つ
た
こ
と
。

一

他
文
献
に
見
え
ず
。

幽
斉
桓
公

m
　
斉
の
桓
公
の
察
夫
人
が
、
桓
公
に
無
礼

僖
公
三
～

左
伝
、
同
上
年

大
匡
篇
、
「
察
夫
人
」
を

七
与
察
夫
人
三
舟
章

　
を
な
し
た
た
め
、
こ
れ
を
察
に
帰
す
。
未
　
だ
絶
た
ざ
る
う
ち
に
察
人
こ
れ
を
他
に
嫁
　
し
た
こ
と
。
㈲
　
士
説
の
察
滅
亡
の
予
言
。

斉
●
察

四
年
前
六
五
七
～
六
五
六

「
宋
夫
人
」
に
作
り
、
主
旨
も
や
や
異
な
る
ゆ
卓
説
の
予
言
他
書
に
見
え
ず
。

㈹
　
桓
公
が
察
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
℃

晋
献
公

ω
　
晋
献
公
、
国
人
の
策
略
に
よ
り
、
賄
賂

僖
公
二
年

左
伝
・
公
羊
・
穀
梁
、
同

某
人
、
左
伝
そ
の
他
の
文
献

欲
襲
貌

を
通
じ
て
道
を
虞
に
回
り
、
貌
を
討
っ
た

及
び
五
年

上
年

「
昏
鐘
」
に
作
る
。

章

こ
と
。

晋

前
六
五
八

国
語
、
晋
三
二

『
文
物
』
等
の
釈
文
注
、
穀

八

捌
　
虞
の
宮
子
何
（
左
伝
作
「
奇
」
）
の
虞

O

及
び

韓
非
子
、
＋
過
、
喩
老

膏
雨
に
近
い
と
す
る
。

公
へ
の
諌
言
。

虞

前
六
五
三

呂
覧
、
権
勲

㈲
　
諌
言
の
通
り
、
晋
が
貌
討
伐
の
帰
路
、

史
記
、
晋
世
家

虞
を
も
滅
被
し
た
こ
と
。
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衛
墨
画

ω
　
衛
の
献
公
、
他
国
へ
亡
命
し
、
帰
国
を
’

裏
公
二
十
六

左
伝
、
同
上
年

某
人
、
左
伝
「
石
職
種
」
に

出
亡
妻

寧
二
子
に
図
っ
た
こ
と
。

～
二
十
七
年

史
記
、
衛
世
家

作
る
。
そ
の
諌
言
、
左
伝
よ

九

㈲
　
某
人
の
寧
召
子
へ
の
、
入
国
を
許
せ
ば
必
ず
患
が
あ
る
と
諌
言
。

衛
三
五
四
七
～
五
四
六

り
か
な
り
詳
。

㈹
　
寧
三
子
聞
か
ず
、
こ
れ
を
入
る
。
入
国

後
、
献
公
、
寧
三
子
を
殺
し
た
こ
と
。

囚
人
会

ω
　
呉
主
宰
の
盟
に
、
衛
君
遅
れ
、
（
盟
後
）

哀
公
十
二
年

左
伝
、
同
上
年

左
伝
と
極
め
て
似
る
。

諸
侯
章

呉
、
こ
れ
を
止
め
た
こ
と
。

呉

前
四
三
八

十

㈲
　
魯
の
子
貢
の
呉
の
太
宰
喜
に
対
す
る
弁

●

護
。

衛

㈹
　
呉
が
衛
君
を
許
し
た
こ
と
。

基
面
公

ω
　
魯
の
隠
公
、
桓
公
を
摂
す
。
こ
れ
に
代

隠
公
元
年

左
伝
、
同
上
年

閲
子
辛
の
言
説
、
他
書
に
見

少
章

っ
て
公
位
に
即
け
と
す
る
公
子
筆
の
言
を

及
び
十
一
年

公
羊
、
隠
公
元
・
四
年

え
ず
。

隠
公
が
放
置
し
た
こ
と
。

三
七
二
二

穀
梁
、
同
　
　
右

十
一

㈲
　
こ
の
隠
公
に
対
す
る
皇
子
辛
の
批
判
と

魯

及
び

史
記
、
魯
世
家

公
子
箪
の
陰
謀
の
予
言
。

前
七
＝
一

㈲
　
箪
．
の
講
言
に
よ
り
、
桓
公
が
隠
公
を
殺

し
た
こ
と
。

長
万
宋

m
　
宋
の
長
万
と
宋
公
の
争
い
。

荘
二
十
一

左
伝
、
同
上
年

某
人
の
言
説
、
他
書
に
見
ず
。

十
二

之
第
二
章

㈲
　
某
人
の
宋
公
に
対
す
る
批
判
と
、
そ
の
　
死
の
予
言
。

宋
～
十
二
年
前
六
八
三

公
羊
、
荘
公
十
二
年
史
記
、
宋
世
家

㈹
三
文
の
た
め
不
明
。

～
六
八
二

一
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十
三

宋
景
仰
泓
水
之
上
章

ω
所
謂
「
白
図
の
仁
」
㈲
　
魯
の
士
匿
の
批
判
と
宋
の
敗
戦
の
予
言
。
㈲
　
宋
の
大
敗
。

宋
僖
公
二
十
二
年
前
六
三
八

左
伝
・
公
羊
・
穀
梁
同
上
年
三
非
モ
外
儲
説
左
上
史
記
、
宋
世
家

・
十
四

呉
景
仰
章

ω
　
呉
が
越
を
伐
っ
て
囚
え
た
捕
虜
を
、
呉
　
王
、
船
の
番
人
と
し
た
こ
と
。
㈲
　
紀
譜
の
批
判
と
そ
の
破
滅
の
予
言
。
㈹
　
浦
虜
が
十
王
を
殺
し
た
こ
と
。

呉
’

裏
白
二
十
九
年
前
五
四
四

左
伝
・
公
羊
・
穀
梁
同
上
年

十
五

魯
荘
公
有
疾
章

ω
　
魯
の
荘
公
の
後
継
を
め
ぐ
る
争
い
。
働
　
そ
の
中
で
立
っ
た
閏
公
へ
の
園
子
辛
の
　
批
判
と
そ
の
破
滅
の
予
言
。
㈲
　
共
仲
が
関
公
を
殺
し
た
こ
と
。

魯
荘
子
二
十
二
～
閲
公
二
年
前
六
六
二
～
六
六
〇

左
伝
・
公
羊
・
穀
梁
同
上
年
史
記
、
魯
世
家

閾
子
辛
の
言
説
、
他
書
に
見
え
ず
。

十
六

魯
富
盛
露
文
姜
会
斉
侯
子
楽
章

ω
　
魯
の
桓
公
夫
人
を
め
ぐ
る
魯
侯
と
斉
侯
　
の
争
い
の
中
で
斉
侯
、
公
子
彰
生
を
し
て
　
魯
侯
を
殺
さ
せ
た
こ
と
。
㈲
　
彰
生
に
対
す
る
医
寧
の
批
判
と
そ
の
死
　
の
予
言
。
㈹
　
斉
侯
が
彰
生
を
殺
し
た
こ
と
。

斉
●
魯

桓
公
十
八
年
前
六
五
四

左
伝
、
同
上
年
田
子
、
大
匡
篇
史
記
、
斉
世
家

左
伝
、
史
記
、
等
値
の
言
説
見
え
ず
。
三
子
、
大
量
篇
と
極
め
て
似
る
。
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十
六
章
と
も
、
記
述
す
る
所
の
事
件
・
事
態
が
い
っ
起
っ
た
か
は
記
し
て
い
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
右
の
表
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、

各
章
が
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
国
ご
と
の
ま
と
ま
り
も
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
説
話
で
、
横
の
関
連
は
な

い
。
テ
〕
マ
も
ま
ち
ま
ち
で
に
わ
か
に
本
書
の
意
図
す
る
所
を
見
窮
め
難
い
感
が
あ
る
。

　
な
お
、
骨
節
中
の
言
説
部
分
は
、
備
考
欄
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
他
の
文
献
に
見
え
な
い
も
の
が
多
い
。
更
に
附
言
し
て
お
か
な
け
れ



ば
な
ら
な
い
の
は
、
右
表
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
二
章
以
外
の
す
べ
て
の
類
似
説
話
が
『
左
伝
』
に
見
え
て
い
る
が
、
言
説
部
分
ま
，

で
含
め
て
共
通
性
を
有
す
る
の
は
、
四
・
八
・
九
・
十
の
四
章
の
み
で
、
そ
の
う
ち
極
め
て
類
似
す
る
の
は
、
十
章
の
み
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

二

　
続
い
て
逃
『
春
秋
事
語
』
の
性
格
や
そ
の
編
集
の
時
期
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
そ
こ
で
ま
ず
前
掲
の
張
政
娘
氏
の
解
題
に
お
け
る
『
春
秋
蘭
語
』
の
性
格
に
関
す
る
見
解
を
参
考
し
て
お
く
と
、
そ
れ
は
以
下
の
ご
と

く
で
あ
る
。

　
『
国
語
、
楚
語
下
』
に
は
高
館
事
が
楚
の
荘
王
に
太
子
教
育
論
を
述
べ
た
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
春
秋
」
・
「
世
」
．
・
「
語
」
等
、

九
種
の
教
育
科
目
が
列
挙
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
周
代
以
来
の
貴
族
の
子
弟
を
教
育
す
る
伝
統
的
方
法
で
あ
b
て
、
こ
れ
ら
に
記
さ

れ
て
い
た
之
思
わ
れ
る
歴
史
上
の
国
家
の
興
亡
や
政
治
的
な
言
語
に
よ
っ
て
、
貴
族
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
教

科
書
は
そ
の
分
量
が
多
く
、
内
容
が
複
雑
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
勢
と
し
て
そ
の
抄
録
が
作
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
『
史
記
、
十

二
諸
侯
年
表
序
』
に
、
「
鐸
椒
為
血
温
王
覇
、
舌
下
不
能
尽
観
春
秋
、
采
取
成
敗
、
卒
四
十
章
、
為
王
氏
微
」
と
あ
る
『
鐸
二
仏
』
四
十

章
で
あ
り
、
『
春
秋
話
語
』
も
正
に
こ
の
『
鐸
氏
微
』
と
性
格
な
同
じ
う
す
る
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
春
秋
事
語
』
は
分
量
も
少
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

体
裁
込
混
乱
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
ど
を
総
合
す
れ
ば
、
．
本
書
は
文
化
的
レ
ベ
ル
の
低
い
、
頭
の
古
い
教
書
先
生
に
よ
っ
て
、
児
童
用

に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
将
来
本
格
的
に
「
春
秋
」
・
「
世
」
・
「
語
」
等
を
学
習
す
る
た
め
の
予
備
読
本
で
あ
る
。

」
お
お
よ
そ
以
上
が
張
氏
の
『
春
秋
事
語
』
の
性
格
に
関
す
る
見
解
で
あ
る
璽
。
周
代
以
来
、
事
実
と
し
て
「
春
秋
」
・
「
世
」
・
「
語
」

等
を
貴
族
の
教
育
科
目
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
甚
だ
疑
問
が
あ
り
、
重
氏
の
見
解
は
い
さ
さ
か
臆
測
に
過
ぎ
る
感
が
あ
る
が
、
し
か
し
、

本
書
が
貴
族
の
教
養
書
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
影
書
の
所
持
者
、
即
ち
第
三
号
言
々
主
の
所
持
目
的
の
方
か
ら
見

て
も
頷
け
る
よ
う
で
あ
る
。
第
三
号
点
々
主
は
長
沙
国
丞
相
軟
侯
租
蒼
の
子
で
、
生
前
は
武
官
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
↑
）
。
本
言
書

の
所
持
者
が
、
学
者
あ
る
い
は
史
官
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
他
の
何
ら
か
の
所
持
目
的
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
武
官
と
い
う

｝
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こ
と
で
あ
れ
ば
、
春
秋
説
話
の
雑
録
た
る
本
書
は
、
専
ら
個
人
的
範
囲
内
の
教
養
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　
更
に
『
春
秋
事
語
』
の
性
格
に
関
し
て
卑
見
を
述
べ
て
み
る
と
、
本
書
は
ま
ず
層
層
と
で
は
あ
る
が
、
歴
史
書
的
な
意
義
を
も
つ
も
の

で
あ
ろ
う
。
本
書
記
載
の
説
話
の
時
代
を
見
る
と
、
上
は
魯
の
隠
公
よ
り
下
は
三
晋
に
よ
る
智
氏
滅
亡
ま
で
で
あ
り
、
奇
し
く
も
『
左
伝
』

の
記
述
す
る
時
代
の
始
め
と
終
わ
り
と
一
致
し
、
『
国
語
』
の
そ
れ
と
は
終
わ
り
が
一
致
し
て
い
る
。
『
春
秋
事
終
』
の
編
者
に
『
左
伝
』

や
『
国
語
』
と
同
様
の
時
代
区
分
に
関
す
る
意
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
戦
国
期
に
属
す
る
説
話
が
一

章
も
な
い
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
『
左
伝
』
に
近
い
時
代
区
分
に
関
す
る
意
識
を
も
っ
て
、
そ
の
時
代
の
歴
史
を
記
述
す
る
こ
と
が
本
書
の

一
つ
の
目
的
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
一
種
の
歴
史
書
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
と
み
な
せ
る
。

　
更
に
見
て
い
く
と
、
本
書
は
ま
た
そ
の
歴
史
事
実
を
通
じ
た
訓
戒
を
読
者
に
与
え
ん
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。

『
春
秋
卑
語
』
各
章
に
記
さ
れ
た
結
末
の
叙
事
文
を
見
て
み
る
と
、
前
掲
の
表
の
梗
概
欄
を
見
る
と
気
づ
か
れ
る
と
思
う
が
、
多
く
の
章

で
、
あ
る
人
物
の
非
業
の
死
、
国
の
敗
戦
・
滅
亡
と
い
っ
た
悲
劇
的
事
態
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ー
燕
の
大
敗
、
三
－
智
氏
の
滅
亡
、
四

－
叔
仲
恵
伯
の
死
、
五
一
曉
朝
の
死
、
六
－
伯
有
の
死
、
七
1
票
の
滅
亡
、
八
1
虞
の
滅
亡
、
九
－
寧
辛
子
の
死
、
十
一
1
隠
公
の
死
、

十
三
－
宋
嚢
公
の
敗
戦
、
十
四
－
呉
王
の
死
、
十
五
－
閾
公
の
死
、
十
六
一
彰
生
の
死
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
，
残
る
一
・
十
・
十
一
の

各
回
の
う
ち
、
一
・
十
一
章
は
破
損
や
術
文
が
あ
っ
て
明
確
で
な
い
と
い
う
だ
け
、
他
の
文
献
と
の
比
較
等
に
よ
っ
て
み
て
み
る
と
、
こ

れ
ま
た
悲
劇
的
事
態
で
あ
る
ご
と
が
推
測
さ
れ
（
↓
、
第
十
章
以
外
は
す
べ
て
こ
の
種
の
事
を
題
材
と
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
更
に
そ
れ

ぞ
れ
の
章
の
言
説
部
分
を
見
る
と
、
そ
の
言
説
が
そ
れ
ら
の
悲
劇
的
事
態
の
生
起
し
た
要
因
を
読
者
に
読
み
と
ら
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。
今
、
比
較
的
破
損
の
少
な
い
章
に
よ
っ
て
一
例
を
示
す
な
ら
ば
、
例
え
ば
第
十
六
章
は
、
魯
の
桓
公
夫
人
文
姜

を
め
ぐ
る
斉
の
裏
襟
と
魯
の
桓
公
の
争
い
の
申
で
、
斉
侯
が
公
子
彰
生
を
し
て
魯
侯
を
殺
害
せ
し
め
た
と
い
う
の
が
導
入
の
叙
事
文
で
、

そ
の
あ
と
に
こ
の
彰
生
に
対
す
る
異
母
の
批
判
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
は
、
ま
ず
一
般
論
と
し
て
賢
者
や
知
者
の
あ
り
方
を
述
べ
、

そ
れ
と
の
対
比
で
「
今
彰
生
近
津
、
□
無
尽
言
、
容
行
阿
君
、
云
云
」
⑥
と
彰
生
の
非
を
言
い
、
最
後
に
「
彰
生
某
不
免
〔
乎
〕
、
禍
李

（
理
）
属
焉
」
と
そ
の
非
業
の
死
を
予
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
末
尾
の
結
末
を
述
べ
る
叙
事
文
で
「
侮
蔑
果
殺
彰
生
以
説
魯
」
と
、
医
寧
の

言
の
正
し
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
医
学
の
言
は
、
予
言
的
言
説
の
形
式
を
通
じ
て
、
彰
生
の
非
業
の
死
の
要

因
が
彼
自
身
の
不
徳
に
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
説
話
は
、
読
者
の
側
か
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か
ら
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
予
言
の
軸
と
な
っ
て
い
る
行
為
が
、
歴
史
事
実
に
検
証
さ
れ
た
芸
評
と
し
て
感
得
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

南
春
秋
事
語
』
十
六
章
中
こ
の
種
の
予
言
を
含
む
こ
と
が
、
残
存
す
る
字
句
か
ら
直
ち
に
指
摘
で
き
る
も
の
と
し
て
、
噛
五
・
六
・
七
・

九
し
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
五
及
び
右
の
十
六
章
の
都
合
十
章
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
予
言
の
軸
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
今
見
た
第
十
六
章
が
「
賢
者
」
・
「
知
者
」
な
る
も
の
の
当
為
を
軸
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
今
一
々
例
示
す
る
暇
は
な
い
が
、

ほ
と
ん
ど
が
儒
家
的
道
徳
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
右
十
章
以
外
の
一
・
二
」
三
・
四
・
八
・
十
の
各
署
の
う
ち
、
一
～
四
の
寒
詣
も
そ
の

証
述
形
式
そ
の
他
か
ら
推
せ
ば
、
や
は
り
右
の
十
章
と
同
類
の
説
話
と
推
定
で
き
る
↑
）
。
ま
た
八
章
も
、
前
掲
の
表
の
梗
概
欄
に
も
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
賄
賂
①
為
に
国
を
亡
ぼ
し
た
虞
公
の
暗
愚
ぶ
り
を
強
調
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
て
れ
ま
た
鑑
戒
と
し
て

の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
『
春
秋
事
語
』
十
六
章
は
、
第
十
章
を
除
い
て
、
す
べ
て
が
非
業
の
死
・
敗
戦
・
・
亡
個
と
い
っ
た
歴
史
上
の

悲
劇
的
事
態
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
事
態
の
発
生
要
因
を
、
儒
家
的
道
徳
を
軸
に
し
た
予
言
的
言
説
な
ど
の
形
式
を
通
じ
’
て
描
写
す
る
も

の
で
あ
り
、
歴
史
事
実
を
通
じ
た
立
論
の
書
と
し
て
の
性
格
が
極
め
て
強
く
、
こ
の
こ
と
に
も
、
本
書
編
集
の
意
図
を
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
鑑
戒
が
春
秋
期
の
諸
侯
・
卿
大
夫
等
の
貴
族
の
間
に
発
生
し
た
事
態
を
通
じ
て
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
鑑
戒
は
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
階
級
の
者
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら
も
本
書
が
貴
族
の
教

養
な
い
し
啓
蒙
を
目
的
乏
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
張
番
娘
氏
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
書
を
『
鐸
血
糊
』
層
と
の
性
格
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
妥
当
な

見
解
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
『
史
記
、
十
二
諸
侯
年
表
序
』
に
お
い
て
こ
の
『
鐸
氏
微
』
が
『
左
伝
』
と
関
連
す
る
書
々
列
記
す
る
文

脈
に
出
て
く
る
か
ら
、
張
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
『
鐸
氏
微
』
も
春
秋
説
話
の
抄
録
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
同
書
の
「
鐸

椒
為
楚
首
唱
傳
、
為
王
不
能
尽
観
春
秋
、
采
取
成
敗
、
卒
四
十
章
、
為
鐸
四
苦
」
と
い
う
記
載
の
「
采
取
成
敗
」
と
い
う
一
句
に
着
目
す

れ
ば
、
こ
れ
ま
た
春
秋
期
の
王
侯
貴
族
あ
る
い
は
国
家
の
死
生
存
亡
の
跡
を
記
述
し
、
そ
の
歴
史
事
実
を
通
じ
た
鑑
戒
を
意
図
し
て
い
る

と
思
わ
れ
、
右
に
み
た
『
春
秋
事
語
』
の
意
図
と
合
致
す
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
面
．

　
と
こ
ろ
で
、
黒
黒
の
『
新
書
』
を
見
る
と
、
「
春
秋
」
と
称
す
る
一
篇
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
春
秋
事
忌
』
同
様
、
幾
章
か
の
個
々
に
独

立
し
た
説
話
の
集
録
で
あ
り
、
現
存
す
る
文
献
申
、
『
春
秋
空
語
、
』
に
最
も
近
い
性
格
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
章
を
改
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め
、
こ
の
「
春
秋
篇
」
を
検
討
し
、
以
て
『
春
秋
事
語
』
の
性
格
を
更
に
考
え
て
み
た
い
。

三

　
「
春
秋
篇
」
は
十
章
の
説
話
よ
り
な
る
。
時
代
別
に
み
る
と
、
春
秋
期
の
も
の
七
章
、
戦
国
期
二
章
、
秦
代
一
章
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

『
春
秋
事
語
』
同
様
年
代
の
先
後
の
順
は
不
整
理
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
章
で
、
そ
の
末
尾
に
そ
こ
で
記
述
さ
れ
た
説
話
を
ま
と
め
る
儒

家
的
な
短
文
が
み
え
て
い
る
。
よ
っ
て
厳
密
に
は
、
『
春
秋
事
語
』
と
体
裁
を
同
じ
く
す
る
と
は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
、
個
々
に
独
立

し
た
説
話
を
何
章
か
に
わ
た
っ
て
列
記
す
る
そ
の
体
裁
は
極
め
て
似
て
い
る
と
い
え
る
。

　
『
春
秋
事
語
』
は
右
に
み
た
よ
う
に
白
斑
の
書
と
し
て
の
性
格
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
「
春
秋
篇
」
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
性
格
を
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
で
も
両
者
は
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
今
少
し
く
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
第
一
章
は
楚
の
山
王
が
食
事
中
、
器
の
中
に
蛭
を
見
つ
け
た
が
、
直
ち
に
料
理
番
を
責
め
れ
ば
、

彼
が
厳
し
い
処
罰
に
あ
う
の
で
、
そ
れ
に
忍
び
ず
、
そ
の
ま
ま
蛭
を
呑
み
込
ん
で
、
そ
の
た
め
腹
痛
を
起
こ
す
。
こ
れ
を
聞
い
た
楚
の
令

ヂ
が
「
王
仁
徳
有
り
。
天
の
奉
ず
る
所
な
り
。
病
ひ
傷
ふ
こ
と
を
為
さ
じ
」
と
語
っ
た
が
、
果
た
し
て
蛭
は
害
を
な
さ
ず
、
そ
れ
ば
か
り

か
、
「
久
病
心
腹
の
積
」
も
皆
愈
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
こ
の
説
話
は
「
寒
天
之
視
聴
不
可
不
察
」
と
い

う
一
文
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
二
章
は
、
衛
の
酪
公
が
贅
を
極
め
て
鶴
を
愛
好
し
民
を
顧
み
ず
、
優
を
貴
ん
で
大
臣
を
軽
ん
ず
る
等
の
不
徳
の
た
め
、
覆
の

来
冠
に
遭
っ
て
も
、
適
中
戦
意
を
喪
失
し
て
、
遂
に
諮
公
は
国
を
失
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
本
章
は
、
こ
の
後
、
地
の
文
で
や
や
長
い
儒

家
的
内
容
の
評
論
が
続
き
、
最
後
に
「
語
」
の
こ
と
ば
や
夏
虫
の
こ
と
ば
が
引
用
さ
れ
て
記
述
が
結
ば
れ
て
い
る
。

　
以
下
第
八
章
ま
で
、
右
の
二
例
の
よ
う
に
王
侯
の
地
位
に
あ
る
も
の
の
説
話
で
、
彼
の
徳
不
徳
が
彼
自
身
の
吉
凶
、
彼
の
国
家
の
治
乱

存
仁
を
決
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
旨
と
す
る
内
容
の
説
話
と
な
っ
て
い
る
b
残
り
の
第
九
章
は
、
秦
の
二
世
胡
亥
に
関
す
る
も
の
で
、
そ

の
公
子
時
代
、
甚
だ
傲
慢
な
態
度
が
あ
り
、
た
め
に
諸
侯
の
間
で
は
、
秦
の
破
滅
が
予
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
。
第
十
章
は
楚
の
荘

王
の
令
サ
附
語
敷
の
少
年
期
の
説
話
で
、
彼
が
少
年
期
に
な
し
た
或
る
徳
行
に
よ
り
、
人
々
が
彼
の
仁
な
る
を
喩
っ
て
い
た
た
め
、
彼
が
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令
罪
と
な
る
に
及
び
、
未
だ
治
め
な
い
う
ち
か
ら
、
桑
中
の
信
頼
を
得
た
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
も
、
た
だ
主
人
公
が
王
侯
で
は
な
い

と
い
う
点
で
前
八
章
と
は
異
質
で
あ
る
が
、
主
旨
は
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
春
秋
篇
」
は
、
全
篇
が
王
侯
の
地
位
に
あ
る
者
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
の
徳
性
が
彼
の
吉
凶
や
そ
の
国
の
治
乱
存

亡
を
決
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
旨
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
事
実
を
通
じ
た
鑑
戒
の
書
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
。
な

お
、
そ
の
申
で
、
特
に
二
世
胡
亥
の
よ
う
に
後
継
者
の
位
地
に
あ
る
者
、
孫
叔
敷
説
話
の
よ
う
に
少
年
期
の
人
物
の
説
話
が
敢
て
採
ら
れ

て
い
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
本
箭
が
特
に
王
侯
の
子
弟
に
対
す
る
鑑
戒
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
ど
い
う
感
が
強
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
『
新
書
』
の
「
傳
職
篇
」
を
見
る
と
、

　
或
為
之
称
春
秋
、
而
餐
善
而
醜
悪
、
以
三
豊
壁
心
。
教
之
礼
使
知
上
下
之
則
宜
。
或
為
之
称
詩
、
而
広
道
顕
徳
、
以
聖
明
其
志
。
…
…

　
此
所
謂
学
太
子
以
聖
人
之
徳
者
也
。

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
太
子
教
育
に
際
し
て
耀
う
べ
き
科
目
と
そ
の
目
的
を
述
べ
た
も
の
で
、
先
の
張
政
娘
氏
の
『
春
秋
事
語
』

の
性
格
に
関
す
る
見
解
の
基
礎
と
な
っ
た
『
国
語
、
楚
語
下
』
の
申
叔
時
の
言
と
極
め
て
似
た
文
で
あ
る
3
が
、
そ
れ
は
之
も
か
く
と
し
て
、

こ
の
文
中
の
冒
頭
で
定
義
さ
れ
て
い
る
「
春
秋
」
な
る
も
の
の
教
育
目
的
、
「
善
を
嘗
め
て
悪
を
抑
え
て
、
以
て
其
の
心
を
革
属
す
」
と
、

今
見
北
「
春
秋
篇
」
の
感
心
の
書
と
し
て
の
性
格
と
は
よ
く
符
合
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
ま
た
「
春
秋
」
と
い
う
呼
称
も
一
．
致
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
春
秋
篇
」
は
太
子
等
の
王
侯
の
子
弟
教
育
に
際
し
て
用
う
べ
き
教
科
書
、
言
い
換
え
れ
ば
、
「
傅
職
篇
」
に
所
謂

「
春
秋
」
の
具
体
物
（
あ
る
い
は
そ
の
一
部
）
と
し
て
編
集
、
提
示
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
右
に
見
た
よ
う
に
「
春
秋

篇
」
が
二
世
胡
亥
や
少
年
期
の
孫
叔
敷
の
説
話
を
引
い
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
本
篇
が
特
に
王
侯
の
子
弟
を
対
象
と
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
た
こ
と
も
右
の
見
方
の
妥
当
性
を
示
し
て
い
る
。

、
そ
う
す
る
と
、
『
鐸
氏
微
』
・
『
春
秋
事
書
』
と
並
ん
で
、
王
侯
貴
族
の
教
養
あ
る
い
は
啓
蒙
を
意
図
し
て
、
春
秋
説
話
等
の
古
事
・

古
言
を
抄
録
し
た
書
と
し
て
今
ま
た
「
春
秋
篇
」
を
も
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

’
と
こ
ろ
で
今
本
『
新
書
』
が
質
誼
の
手
に
な
る
旧
本
で
な
い
こ
と
は
、
古
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
あ
る
程

度
は
配
本
の
伝
統
を
持
つ
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
↑
）
。
「
春
秋
篇
］
に
関
し
て
言
え
ば
、
私
は
質
誼
そ
の
人
に
か
な
り
近
づ
け
て
考
え
て
よ

い
と
思
う
。
こ
の
「
春
秋
篇
」
の
「
春
秋
」
と
い
う
呼
称
よ
り
考
え
て
、
本
篇
の
成
立
は
愚
書
期
以
降
に
下
り
得
な
い
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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な
ぜ
な
ら
遅
く
と
も
武
帝
期
ま
で
に
は
、
公
羊
学
に
よ
っ
て
、
孔
子
の
筆
毒
し
た
経
の
『
春
秋
』
が
世
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
至
れ
ば
、
孔
子
の
『
春
秋
』
と
は
内
容
を
異
に
す
る
こ
の
篇
に
「
春
秋
」
の
名
を
冠
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

質
誼
は
文
帝
に
対
し
、
漢
家
の
安
寧
長
久
の
た
め
太
子
教
育
の
重
要
な
る
こ
と
を
説
い
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
『
漢
書
、
質
湖
底
』
を
見

る
と
、
そ
の
根
拠
の
一
と
し
て
、
秦
の
二
世
面
罵
に
辞
譲
礼
義
が
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
秦
の
減
亡
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
お
り
⑩
、
こ
れ
と
「
春
秋
篇
」
の
第
九
章
の
胡
亥
説
話
は
よ
く
符
合
し
て
い
る
。
更
に
、
『
漢
書
、
叢
誌
伝
』
を
見
る
と
、
彼
は
し
ば
し
ば
南
仲

の
言
を
引
く
が
、
「
春
秋
篇
」
で
も
先
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
第
二
章
に
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
私
は
「
春
秋
盤
置
を
質

誼
あ
る
い
は
彼
に
非
常
に
近
い
後
学
の
手
に
な
る
も
の
、
時
期
的
に
は
五
帝
期
の
も
の
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
う
。

　
き
て
、
話
は
や
や
脇
に
そ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
王
侯
貴
族
の
教
養
な
い
し
啓
蒙
を
目
的
と
す
る
、
春
秋
説
話
等
の
古

事
・
古
言
の
抄
録
と
い
う
点
で
、
性
格
が
共
通
す
る
も
の
と
し
て
『
鐸
氏
微
』
・
『
春
秋
事
語
』
・
「
春
秋
篇
」
の
三
三
を
指
摘
で
き
る

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
種
の
書
が
上
は
質
誼
の
ご
と
き
一
流
に
属
す
る
学
者
か
ら
、
下
は
『
春
秋
諸
語
』
の
ご
と
き
、
恐
ら
く
は
無
名
の

人
物
に
よ
っ
て
も
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
種
の
書
の
編
集
は
か
な
り
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
『
漢

書
、
芸
文
志
』
の
春
秋
家
の
項
に
、
右
の
『
黒
氏
微
』
に
前
後
し
て
、
『
左
氏
微
』
二
篇
・
『
張
氏
微
』
十
篇
・
『
虞
氏
微
伝
』
二
篇
等

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
芸
文
志
」
に
お
い
て
、
前
後
の
記
述
の
仕
方
か
ら
推
し
て
、
『
左
伝
』
に
関
連
す
る
書
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、
ま
た
、
こ
れ
ら
が
『
鐸
氏
微
』
と
一
連
の
も
の
と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
考

え
る
と
、
そ
れ
ら
の
内
容
も
、
春
秋
説
話
を
中
心
と
し
た
古
事
・
古
言
の
抄
録
で
あ
り
、
右
に
見
た
三
諦
と
は
同
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と

想
像
さ
れ
⑭
、
貴
族
教
育
を
目
的
と
し
た
古
事
・
古
言
の
抄
録
の
一
定
の
流
行
を
思
わ
せ
る
。
そ
う
す
る
と
、
張
氏
の
よ
う
r
『
国
語
、

楚
語
下
』
の
申
叔
時
の
「
春
秋
」
（
古
事
・
古
言
の
集
録
）
等
を
太
子
教
育
に
用
う
べ
し
と
の
教
育
論
を
、
そ
の
ま
ま
春
秋
期
あ
る
い
は

そ
れ
以
前
か
ら
の
具
体
的
貴
族
教
育
の
伝
統
と
受
け
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
考
え
方
と
し
て
は
、
質
誼
の
「
春
秋
篇
」
が
事
実
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
春
秋
」
（
古
事
・
古
言
の
集
録
）
を
貴
族
教
育
の
具
と
す
べ
し
と
す
る
申
叔
時
の
主
張
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
儒

家
の
貴
族
教
育
論
を
、
こ
れ
ら
の
抄
録
類
が
、
背
景
に
し
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
右
の
一
連
の
書
の
中
で
、
『
鐸

氏
微
』
は
戦
国
中
期
の
編
（
醤
、
『
虞
氏
微
伝
』
は
戦
国
末
期
以
降
の
編
（
邑
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
戦
国
中
期
頃
よ
り
、
儒
家

の
一
部
に
、
「
春
秋
」
（
古
事
・
古
言
の
集
録
）
に
よ
っ
て
、
特
に
そ
の
歴
史
事
実
の
鑑
戒
的
意
義
を
通
じ
て
、
王
侯
貴
族
の
子
弟
を
教
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育
す
べ
し
と
の
主
張
が
起
こ
り
、
そ
の
主
張
を
背
景
と
し
て
、
多
く
の
儒
者
に
よ
っ
て
、
個
々
に
古
事
・
古
言
の
抄
録
が
作
ら
れ
た
が
、

そ
の
具
体
物
が
右
の
一
連
の
書
で
あ
り
、
そ
の
中
で
今
日
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
、
『
春
秋
事
語
』
で
あ
り
「
春
秋
篇
」
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
よ
り
、
『
春
秋
事
語
』
の
編
集
の
時
期
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
戦
国
末
よ
り
、

吊
書
『
春
秋
事
語
』
の
書
写
の
下
限
で
あ
る
漢
初
文
傘
茸
の
間
と
見
て
お
け
ば
大
過
な
か
ろ
う
。

四

　
さ
て
、
次
に
は
以
上
の
よ
う
に
性
格
づ
け
ら
れ
る
『
春
秋
事
語
』
を
通
じ
て
、
そ
の
当
時
の
春
秋
説
話
の
伝
承
状
況
の
一
端
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
図
題
と
な
る
の
は
『
春
秋
事
語
』
が
、
そ
の
説
話
の
供
給
源
と
し
て
、
古
事
・
古
言
の
一
大
集
録
た
る
『
左
伝
』
や
『
国
語
』

を
用
い
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
『
春
秋
事
語
』
・
十
六
章
中
、
前
述
の
よ
う
に
、
多
く
の
章
は
言
説
部
分
が
『
左
伝
』
を
始
め
他
書

に
見
え
ず
、
特
に
そ
の
部
分
ま
で
含
め
て
『
左
伝
』
之
共
通
性
を
有
す
る
の
億
、
四
・
八
・
九
・
十
の
わ
ず
か
四
例
し
か
な
い
。
そ
の
中

で
、
四
・
九
の
両
章
の
言
説
部
分
は
『
左
伝
』
よ
り
は
る
か
に
詳
し
い
も
の
で
、
と
て
も
『
左
伝
』
に
拠
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
第
八
章
は
『
文
物
』
等
の
『
春
秋
事
語
』
釈
文
の
注
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
ケ
に
、
む
し
ろ
『
穀
梁
伝
』
と
の
近
似
性
が
、
部
分
的
で

は
あ
る
が
、
強
い
。
そ
の
中
で
第
十
章
は
極
め
て
『
左
伝
』
に
似
て
い
る
が
、
し
か
し
、
仔
細
に
見
る
と
一
、
二
の
相
異
点
が
指
摘
で
き

る
。
例
え
ば
本
章
の
導
入
部
分
の
叙
事
文
は
、
「
〔
呉
〕
人
会
諸
侯
、
衛
〈
衛
〉
君
〔
後
〕
、
尋
人
止
之
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
こ
で
は
画

人
が
す
で
に
三
指
を
引
き
止
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
後
に
呉
の
太
宰
否
と
魯
の
子
貢
と
の
対
話
が
連
な
る
。
『
左
伝
』
哀
公
十
二

年
の
記
事
で
は
、
こ
れ
が
太
宰
否
の
こ
と
ば
の
中
で
、
「
寡
君
願
事
暴
君
、
衛
君
鎧
戸
也
緩
。
寡
君
催
、
故
呈
出
さ
」
と
、
未
然
の
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
更
に
『
左
伝
』
の
子
貢
の
こ
と
ば
の
中
の
「
夫
滑
子
者
得
其
志
　
」
と
い
う
一
節
が
『
春
秋
事
語
』
に
は
な
い
。
こ
の

相
異
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
『
春
秋
事
語
』
が
本
章
を
『
左
伝
』
か
ら
取
っ
て
い
る
と
は
み
な
せ
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
相

異
点
は
、
誤
記
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
か
略
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
春
秋
事
語
』
十
六
章
申
、
十
五
章
が
『
左
伝
』
と
は
異
な
る
伝

承
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
申
で
、
こ
の
一
章
の
み
を
『
左
伝
』
か
ら
取
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
い
。
な
お
『
春
秋
事
忌
』
各
章
を
『
国
語
』
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と
比
較
し
て
、
引
用
の
有
無
を
吟
味
す
る
必
要
の
あ
る
程
に
近
似
性
を
有
す
る
も
の
は
弾
章
も
な
い
。

　
で
は
、
他
の
何
ら
か
の
文
献
か
ら
の
引
用
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
述
べ
た
よ
う
に
第
八
章
な
ど
は
『
穀
梁
伝
』
と
の
近
似
性

が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
前
掲
表
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
，
他
の
種
の
文
献
に
も
似
た
説
話
が
み
え
る
。
第
三
章
な
ど
も
多
く
の
文
献
に
類
似
，

説
話
を
見
出
せ
る
。
更
に
第
十
六
章
は
『
管
子
、
大
匡
篇
』
の
一
節
に
極
め
て
近
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
、
第
三
章
は
そ
の

文
中
に
□
赫
な
る
人
物
の
言
説
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
文
献
に
は
全
く
見
え
な
い
。
ま
た
第
八
章
の
『
穀
胃
壁
』
と
の
近
似
性

も
、
そ
の
中
の
宮
子
奇
の
言
が
『
穀
懸
濁
』
と
似
る
と
い
う
程
度
で
、
そ
こ
に
引
用
関
係
を
認
め
得
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の

相
異
点
が
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
『
春
秋
諺
語
』
中
に
見
え
る
「
是
不
見
亡
三
見
一
邦
之
後
、
而
巻
（
巻
）
在
耳
目
之
前
」
の
句
は
『
穀

梁
伝
』
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
他
の
ど
の
文
献
の
類
似
説
話
に
も
こ
れ
に
似
た
句
は
な
い
。

　
更
に
第
十
六
章
は
確
か
に
「
大
聖
篇
」
に
極
め
て
似
る
が
、
こ
こ
で
の
言
説
者
異
説
が
、
「
大
恥
篇
」
で
は
、
界
磁
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
具
合
に
、
こ
れ
ま
た
椙
異
点
が
見
出
せ
る
。

　
要
す
る
に
『
春
秋
要
語
』
各
章
を
そ
れ
ぞ
れ
に
類
似
す
る
説
話
と
比
較
し
た
場
合
、
類
似
は
し
て
い
る
が
引
用
関
係
を
認
め
得
る
ほ
ど

の
も
の
は
現
存
す
る
文
献
に
は
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
何
ら
か
の
既
に
散
号
し
た
文
献
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
今
ま
た
『
春
秋
警
語
』
十
六
章
の
言
説
部
分
の
多
く
が
、
他
書
に
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と
は

十
六
章
の
説
話
が
、
元
来
至
っ
て
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
の
中
か
ら
採
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
春
秋
事
語
』
十
六
章
中
、
三
章
に
わ
た
っ
て
、
閲
子
辛
な
る
人
物
の
評
論
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の

人
物
は
第
六
章
で
前
五
四
三
年
の
鄭
の
伯
有
の
死
を
予
言
し
、
第
十
一
章
で
前
七
＝
一
年
の
魯
の
隠
公
の
死
を
予
言
し
、
第
十
五
章
で
前

六
六
〇
年
の
魯
の
関
公
の
死
を
予
言
し
て
い
る
ど
い
う
よ
う
に
、
彼
の
評
論
が
、
二
百
年
匠
く
隔
た
る
事
件
の
、
後
世
か
ら
の
評
論
と
い

う
の
で
は
な
く
、
事
件
当
時
の
傍
観
者
の
立
場
か
ら
の
評
論
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
矛
盾
し
て
い
る
が
、
こ
の
矛
盾
に
気
付
か

れ
る
こ
と
な
く
十
六
章
中
、
三
章
に
も
わ
た
っ
て
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
閲
子
別
な
る
人
物
は
『
春
秋
一
語
』
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
人
物
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
『
春
秋
事
．
語
』
の
編
者
が
、
こ
の
閾
子
辛
の
後
学
で
は
な
い
か
と
の
張
政
娘
氏
の

意
見
も
出
て
く
る
⑭
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
人
物
は
他
書
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
全
く
何
人
か
分
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
『
春
秋
事
象
』
の
独
自
性
、
閉
鎖
性
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
が
、
か
な
り
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
春
秋
説
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話
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
，
張
政
早
撃
は
、
こ
の
閲
子
辛
は
孔
子
の
弟
子
の
関
子
鴛
で
は
な
い
か
と

推
定
し
て
い
る
⑯
が
、
仮
り
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
右
の
見
方
は
な
お
さ
ら
強
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
他
の
文
献
に
お
い
て
、
彼
を
『
春

秋
』
あ
る
い
は
史
学
的
な
も
の
と
何
ほ
ど
か
で
も
関
つ
た
と
す
る
も
の
は
な
く
、
彼
を
そ
う
い
う
も
の
と
捉
え
る
の
は
、
『
春
秋
事
語
』

だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
独
自
性
が
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　
な
お
、
前
章
で
『
春
秋
母
語
』
と
性
格
の
似
た
も
の
と
し
て
指
摘
し
て
お
い
た
『
新
書
、
春
秋
篇
』
に
つ
い
て
同
様
の
検
討
を
試
み
て

も
、
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
。
全
十
章
中
、
他
文
献
に
類
似
説
話
を
捜
す
と
、
第
二
章
が
『
左
伝
』
闘
公
二
年
の
一
節
に
類
似
す
る
の
み

で
、
他
は
筆
者
の
見
る
限
り
で
は
類
似
説
話
を
見
出
せ
な
い
。
そ
の
第
二
章
と
『
左
伝
』
の
記
事
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ま
た
、
種
々
の

相
異
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
本
章
は
、
先
に
見
た
衛
の
酪
公
と
鶴
の
話
で
あ
る
が
ヤ
全
体
的
に
み
て
「
春
秋
篇
」
が
『
左
伝
』
よ
り
記
事
が

詳
し
い
。
ま
た
『
左
伝
』
で
は
秋
と
の
戦
い
に
際
し
、
鶴
愛
好
に
よ
っ
て
国
人
の
反
感
を
買
っ
た
た
め
、
自
ら
出
陣
し
て
早
目
の
戦
場
で

死
．
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
春
秋
篇
」
で
は
狭
が
立
国
に
侵
攻
し
て
、
衛
公
は
奔
死
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
具
合
で

あ
り
、
「
春
秋
篇
」
が
こ
の
章
を
『
左
伝
』
よ
り
採
っ
た
と
は
み
な
さ
れ
な
い
⑯
。

　
こ
の
よ
う
に
「
春
秋
篇
」
も
ま
た
そ
の
説
話
伝
承
の
独
自
性
、
閉
鎖
性
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
限
ら
れ
た
範
囲
内
に
伝
承
さ
れ
て

い
た
古
事
・
古
言
類
の
一
部
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

「
で
は
そ
れ
ら
の
限
ら
れ
た
範
囲
と
レ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
か
と
言
え
ば
、
『
春
秋
事
語
』
の
編
者
な
り
、
「
春
秋
篇
」

の
編
者
、
即
ち
質
誼
あ
る
い
は
彼
に
近
い
後
学
な
り
が
属
し
て
い
た
学
統
、
学
派
と
見
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
あ
る
い
は
地
域
的
な
問
題

も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
『
春
秋
暗
語
』
は
そ
の
出
土
地
湖
南
省
長
沙
の
地
域
性
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

湖
南
省
の
故
地
楚
国
の
説
話
は
、
前
掲
表
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
春
秋
耳
語
』
に
は
一
章
も
な
い
。
従
っ
て
当
面
右
の
よ
う
に
考
え

る
外
は
な
い
だ
ろ
う
。
．

　
こ
の
よ
う
に
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
に
体
裁
の
非
常
に
似
、
部
分
的
に
は
非
常
に
類
似
す
る
説
話
を
も
つ
『
春
秋
事
語
』
や
「
春
秋
篇
」

の
各
説
話
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
者
の
属
し
て
い
た
学
統
、
学
派
内
に
独
自
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
古
事
・
古
言
類
よ
り
、
採
ら
れ
た
も
の
と

す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
よ
り
類
推
し
て
、
そ
れ
ら
二
書
の
編
集
さ
れ
だ
時
期
、
即
ち
戦
国
末
か
ら
漢
初
に
か
け
て
、
そ
れ
ら
以
外
の
他
の
多

く
の
儒
家
的
な
学
統
、
学
派
に
も
、
そ
の
内
部
で
個
々
に
伝
承
ざ
れ
て
い
た
『
左
伝
』
・
『
国
語
』
に
形
式
の
似
た
春
秋
説
話
を
始
め
と
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す
る
古
事
・
古
言
類
の
伝
承
体
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ら
が
聖
母
に
害
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
口
承
で
あ
っ
た
か
は
明

確
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
『
春
秋
事
語
』
や
「
春
秋
篇
」
の
体
裁
か
ら
推
し
て
、
年
代
の
先
後
や
国
別
の
ま
と
ま
り
も
な
い
、
　
つ
の

説
話
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
春
秋
心
意
』
所
載
の
説
話
が
上
は
魯
の
隠
公
年
間
よ
り
下
は
同

じ
く
悼
公
年
間
の
晋
の
智
氏
の
滅
亡
ま
で
と
い
う
よ
う
に
、
『
左
伝
』
の
記
述
期
間
と
一
致
し
、
『
国
語
』
と
は
下
限
に
お
い
て
一
致
し

て
い
た
こ
と
は
先
に
指
摘
し
て
お
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
方
「
春
秋
篇
」
は
多
く
は
春
秋
期
の
も
の
で
み
る
が
、
戦
国
期
及
び
秦
代
の
も
の

も
混
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
る
と
、
こ
こ
に
想
定
し
た
戦
国
末
よ
り
漢
初
の
間
の
多
く
の
儒
家
の
学
統
、
学

派
内
の
伝
承
は
、
春
秋
期
と
戦
国
期
以
降
と
に
一
線
を
画
す
歴
史
意
識
が
一
応
存
し
て
は
い
た
が
、
伝
承
体
そ
の
も
の
は
両
者
混
重
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
更
に
こ
れ
ら
の
儒
家
の
学
統
、
学
派
に
お
け
る
伝
承
が
、
『
春
秋
事
語
』
や
「
春
秋
篇
」
の
時
代
、
す
な
わ
ち
、

戦
国
末
か
ら
寒
期
の
間
に
忽
然
と
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
か
ら
、
そ
の
伝
承
の
起
源
は
戦
国
期
の
か
な
り
早
期
ま
で
切
り

得
よ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
も
多
く
の
場
合
、
起
源
的
に
は
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
学
統
、
学
派
の
分
派
に
伴
い
、
そ
れ

が
多
様
化
、
異
説
化
し
、
戦
国
末
か
ら
漢
初
に
至
っ
て
、
右
に
具
体
的
に
見
た
よ
う
な
類
似
説
話
間
の
相
異
現
象
と
し
て
反
映
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
『
漢
書
、
芸
文
志
』
を
見
る
と
、
『
公
羊
外
伝
』
五
十
篇
、
『
穀
梁
外
伝
』
二
十
篇
な
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

恐
ら
く
、
公
羊
・
穀
梁
そ
れ
ぞ
れ
の
学
統
の
内
部
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
春
秋
説
話
を
成
書
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
公
羊

・
穀
梁
の
学
統
が
こ
う
し
た
独
自
の
説
話
の
集
録
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
右
の
見
方
の
．
一
傍
証
と
も
な
ろ
う
。
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さ
て
最
後
に
、
前
章
ま
で
の
検
討
の
結
果
を
通
じ
て
、
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
小
論
を

閉
じ
よ
う
。

　
右
に
見
た
よ
う
に
戦
国
期
よ
り
国
初
の
間
に
は
、
．
『
左
伝
』
・
『
国
語
』
以
外
に
、
そ
れ
ら
と
形
式
や
内
容
の
近
似
す
る
春
秋
説
話
が
、

多
く
の
儒
家
の
学
統
、
学
派
に
よ
っ
て
独
自
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
も
し
、
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
が
、



戦
国
の
早
期
に
成
立
し
、
世
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
学
統
、
学
派
を
単
位
と
す
る
伝
承
は
、
そ
も
そ
も
発
生
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
『
左
伝
』
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
『
左
伝
』
は
聖
人
の
修
定
し
た
経
、
『
春
秋
』
の
伝
と
さ
れ
る
書
で
あ
る
。
も

し
、
『
左
伝
』
が
戦
国
の
早
期
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
権
威
を
有
す
る
書
と
し
て
存
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
儒
家
は
そ
れ
を
用
い
れ
ば
済
む

の
で
あ
り
、
敢
え
て
自
ら
春
秋
説
話
の
蒐
集
、
伝
承
を
す
る
必
要
性
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
戦
国
期
も
や
や
下
っ
て
、
儒

家
の
学
統
、
学
派
に
そ
の
よ
う
な
伝
承
が
既
に
形
成
き
れ
た
後
、
『
左
伝
』
が
出
て
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
伝
承
は
、
権
威
あ
る
『
左

伝
』
に
取
っ
て
替
ら
れ
、
漸
時
消
滅
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
そ
う
で
な
く
て
も
、
『
左
伝
』
の
出
現
は
、
そ
れ
ら
の
伝
承
に
何

ら
か
の
影
響
を
与
え
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
の
伝
承
は
、
『
春
秋
』
あ
る
い
は
『
左
伝
』
の
紀
年
に
よ
っ
て
、
年
代
上
の
配
列
が
順
序

立
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
『
春
秋
事
語
』
や
「
春
秋
篇
」
よ
り
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
漢
初
に
お
い
て
も
多
く

の
儒
家
の
学
統
、
学
派
に
春
秋
説
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
同
じ
く
表
書
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
説
話
の
配
列
が

年
代
上
順
序
立
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
ら
『
春
秋
事
忌
』
や
「
春
秋
篇
」
は
、
第
三
章
で
検
討
し
た
よ
う

に
「
春
秋
」
を
以
て
貴
族
の
子
弟
を
教
育
す
べ
し
と
の
儒
家
の
一
般
的
主
張
を
背
景
と
し
て
、
戦
国
期
か
ら
漢
土
の
間
の
多
く
の
儒
者
に

よ
っ
て
、
個
々
に
具
体
的
に
編
集
さ
れ
た
も
の
の
一
部
と
考
え
ら
れ
た
。
言
い
替
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
書
は
、
「
春
秋
篇
」
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
そ
の
意
味
に
お
け
る
「
春
秋
」
の
一
部
を
制
作
な
い
し
復
元
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

「
春
秋
篇
」
の
こ
ろ
ま
で
、
「
春
秋
」
と
は
、
儒
家
が
個
々
に
編
集
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
儒
家
の
学
統
、

学
派
を
超
え
て
「
春
秋
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
聖
人
の
修
定
し
た
と
認
識
さ
れ
る

経
の
『
春
秋
』
の
存
在
そ
の
も
の
が
疑
わ
れ
て
く
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
伝
た
る
『
左
伝
』
0
存
在
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
と
な
る
。
な
お
、

『
春
秋
事
語
』
や
「
春
秋
篇
」
等
が
貴
族
教
育
の
た
め
の
「
春
秋
」
を
制
作
な
い
し
復
原
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
は
、

「
春
秋
篇
」
の
性
格
か
ら
の
演
繹
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
も
し
妥
当
で
な
い
ど
し
て
も
、
「
春
秋
篇
」
に
限
っ
て
は
、
先
に
「
傅
職
篇
」
を

通
じ
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
右
の
見
方
は
、
少
な
く
と
も
「
春
秋
篇
」
の
存
在
に
よ

う
て
妥
当
性
を
も
つ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
の
「
春
秋
篇
」
の
編
集
期
の
考
察
に
お
い
て
も
述
べ
た
よ
う
に
、
質
誼
の
と
き
既
に
経
と

し
て
の
『
春
秋
』
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
「
春
秋
篇
」
は
今
ま
た
別
O
名
称
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
⑰
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
『
国
語
』
は
と
も
か
く
と
し
て
、
『
左
伝
』
の
成
立
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
世
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
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つ
た
時
期
は
、
よ
ほ
ど
早
く
考
え
て
も
、
先
秦
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
可
能
性
と
し
て
は
、
文
帝
期
の
「
春
秋
篇
」
に
も
遅
れ
る
も

の
と
の
見
方
も
成
り
立
つ
。
一
方
『
国
語
』
も
、
先
導
の
早
期
よ
り
世
に
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、

で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
考
え
る
に
『
左
伝
』
・
『
国
語
』
の
成
立
な
い
し
、
流
布
の
時
期
が
、
こ
の
よ
う
に
か
な
り
の
後
期
ま
で

引
き
下
げ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
そ
の
期
に
は
、
そ
れ
ら
以
外
に
、
多
く
の
儒
家
の
学
統
、
学
派
に
、
そ
の
学
統
、
学
派
を
単
位
と

し
て
、
春
秋
説
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
も
本
来
は
、
そ
の
よ
う
な
学
統
、
学
派
の
伝
承

と
同
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
更
に
論
ず
べ
き
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今
の
段

階
で
は
、
推
測
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

　
さ
て
、
小
論
は
馬
王
堆
出
土
の
『
春
秋
事
語
』
の
性
格
を
吟
味
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
戦
国
期
よ
り
漢
初
の
間
の
儒
家
に
お
け
る
春
秋

説
話
の
伝
承
の
形
態
に
つ
い
て
推
論
を
試
み
、
更
に
そ
の
結
果
か
ら
示
唆
さ
れ
る
『
左
伝
』
・
『
国
語
』
の
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
戦
国
期
よ
り
漢
初
の
問
に
は
、
儒
家
の
多
く
の
学
統
、
学
派
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
伝
承
す
る
春
秋
説
話
が

存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
て
れ
ま
で
、
戦
国
期
よ
り
漢
初
の
間
の
春
秋
説
話
伝
承
の
主
体
と
し
て
、
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
及
び
そ
の
他
の
現
に
春
秋
説
話
を
記

載
す
る
文
献
以
外
に
は
特
に
精
察
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
『
史
記
』
の
春
秋
記
事
が
、
何
に
基
づ
く
か
に
関
す
る
議
論
や
論

者
の
前
提
を
見
る
と
、
主
に
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
両
書
に
見
え
な
い
も
の
が
『
史
記
』
に
見
え
る
と
、
或
い
は

今
本
『
国
語
』
よ
り
大
部
で
、
そ
の
本
来
の
体
裁
で
あ
っ
た
旧
本
『
国
語
』
の
存
在
が
相
定
さ
れ
た
り
し
て
い
る
⑲
。
ま
た
『
左
伝
』
・

『
国
語
』
が
『
史
記
』
に
先
行
し
な
い
と
す
る
論
者
は
、
『
史
記
』
の
記
事
と
近
似
す
る
も
の
が
、
『
史
記
』
の
先
行
文
献
に
見
出
さ
れ

る
と
き
は
、
そ
れ
を
説
話
の
伝
承
の
主
体
と
み
、
見
出
せ
な
い
場
合
は
、
母
樹
か
の
莫
然
と
し
た
資
料
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
⑲
。

『
史
記
』
が
『
左
伝
』
・
『
国
語
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
鎌
田
正
氏
の
詳
細
な
検
討
需
）
に
よ
っ
て
承
認
し
得
る
と
考
え
る
が
、
私

は
右
の
検
討
を
通
じ
て
、
『
左
伝
』
・
『
国
語
』
及
び
他
の
文
献
に
見
え
な
い
『
史
記
』
の
春
秋
記
事
の
多
く
は
、
当
時
の
儒
家
の
学
統
、

学
派
に
個
々
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
春
秋
説
話
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
以
前
よ
り
、
『
左
伝
』
が
先
秦
よ
り
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
す
る
一
方
法
と
し
て
、
先
年
の
各
書
に
『
左
伝
』

と
類
似
し
た
説
話
や
字
句
を
指
摘
す
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
の
を
見
、
実
際
に
そ
の
記
事
を
見
て
み
る
と
、
往
々
に
し
て
、
大
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同
で
は
あ
る
が
小
異
を
持
つ
も
の
に
ぶ
つ
か
り
、
常
々
こ
の
方
法
に
批
判
の
目
を
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
少

な
く
と
も
儒
家
の
文
献
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
『
左
伝
』
と
の
類
似
説
話
は
、
『
左
伝
』
よ
り
採
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

に
伝
承
し
て
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
の
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
、
少
な
く
と
も
そ
の
可
能
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
儒
家
以
外
の

文
献
に
見
え
る
も
の
も
、
『
左
伝
』
で
は
な
く
、
右
に
想
定
し
た
よ
う
な
当
時
の
儒
家
の
学
統
、
学
派
に
よ
る
伝
承
に
基
づ
く
も
の
と
の

見
方
も
可
能
と
な
り
⑳
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
は
『
左
伝
』
の
先
鞭
成
立
説
の
根
拠
は
示
し
得
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
な
お
、
筆
者
は
別
の
機
会
に
『
左
伝
』
の
礼
理
論
や
人
間
の
実
践
に
関
す
る
理
論
に
つ
い
て
思
想
史
的
な
検
討
を
試
み
、
『
左
伝
』
の

礼
理
論
は
魚
子
の
そ
れ
を
受
け
る
も
の
で
、
道
家
の
流
れ
を
汲
む
『
重
氏
春
秋
、
本
生
篇
』
の
実
践
論
を
受
け
、
こ
れ
を
克
服
す
る
と
い

う
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
左
伝
』
の
中
に
『
易
、
繋
辞
伝
』
の
実
践
論
へ
の
批
判
も
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
成

立
の
時
期
を
、
秦
漢
の
交
か
ら
漢
初
の
間
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
一
視
点
と
し
て
提
示
し
た
露
。

　
『
春
秋
事
語
』
及
び
「
春
秋
篇
」
を
通
じ
た
小
論
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
や
は
り
『
左
伝
』
は
先
導
期
の
も
の
と

み
な
し
得
ず
、
む
し
ろ
、
文
帝
期
以
降
と
の
見
方
も
成
り
立
ち
、
前
稿
の
結
論
と
の
一
応
の
符
合
を
見
た
。
前
稿
で
は
『
左
伝
』
成
立
の

下
限
を
『
史
記
』
す
な
わ
ち
武
年
期
に
お
い
た
。
も
し
そ
れ
が
文
帝
期
以
降
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
左
伝
』
は
文
景
期
に
で
き
た
こ
と
に
な

り
、
甚
だ
具
体
性
を
も
つ
が
、
そ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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注

£
　
唐
蘭
氏
「
馬
王
業
出
土
『
老
子
』
乙
本
巻
前
古
回
書
的
研
究
」
（
『
考
古
学
報
』
　
九
七
五
年
第
一
期
）
序
論
注
①
参
照
。

⑨
　
「
長
沙
馬
王
堆
二
、
三
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
七
四
年
、
第
七
期
）
。

盆
そ
の
他
に
は
、
裏
錫
圭
氏
の
『
鐸
氏
微
』
と
同
頚
の
書
で
、
『
左
伝
』
の
系
統
を
つ
ぐ
も
の
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
張

　
政
娘
氏
に
摂
取
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
唐
蘭
氏
の
『
公
孫
固
』
十
八
章
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
さ
さ
か
臆
測

　
に
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
「
座
談
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
懇
書
」
（
『
文
物
』
一
九
七
四
年
、
第
九
期
）
。

↑
）

@
三
三
の
記
事
に
お
け
る
曾
憲
通
氏
の
見
解
。

（
↓

謌
齒
ﾍ
は
破
損
で
そ
の
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
『
国
語
』
国
語
三
・
3
「
恵
公
既
殺
里
聖
母
悔
之
」
の
条
を
本
章
の
類
似



　
説
話
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
、
そ
こ
で
は
里
克
を
殺
し
た
難
癖
の
死
が
予
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
ケ
に
推
測

　
さ
れ
る
。
第
十
二
章
は
牽
連
で
結
末
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
の
言
説
部
分
は
宋
の
半
群
の
死
を
予
言
す
る
も
の
で
あ
る

　
か
ら
、
こ
の
街
文
は
本
来
彼
の
死
を
記
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
↓

E
吊
書
か
ら
の
引
用
文
は
す
べ
て
『
馬
王
堆
口
書
漢
墓
』
〔
参
〕
の
釈
文
に
従
っ
て
い
る
。
引
用
文
申
の
□
〔
〕
（
）
〈
　
〉
の
マ
ー

　
ク
も
、
そ
こ
で
の
用
法
に
従
う
。
因
み
に
□
は
欠
字
、
〔
〕
通
行
本
に
よ
っ
て
補
う
字
、
（
）
仮
借
・
異
体
字
の
本
字
、
〈
　
〉
誤
字

　
を
訂
正
し
た
字
で
あ
る
。

（
↓

@
第
一
章
に
つ
い
て
は
注
（
↓
で
述
べ
允
。
第
二
章
の
言
説
部
分
を
見
る
と
冒
頭
に
周
の
文
七
・
武
運
の
軍
旅
の
様
子
を
述
べ
、
そ
れ

　
と
の
対
比
で
、
子
□
の
行
動
を
批
判
す
る
も
の
で
、
ま
た
結
末
は
燕
の
大
敗
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
文
で
見
た
第
十
六
章
と
同

　
一
の
形
式
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
も
予
言
説
話
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
章
は
、
言
説
部
分
を
見
る
と
、
「
今
□
追
而
服
、
君

　
量
見
、
是
辱
庫
主
…
…
臣
恐
□
□
□
□
□
也
」
止
い
う
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
推
す
と
、
こ
の
言
説
は
、
三
王
の
臣
下
が
そ
の
君

・
に
対
し
て
、
そ
の
韓
・
魏
の
智
氏
へ
の
対
処
に
非
道
徳
性
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
つ
つ
、
韓
・
魏
の
智
氏
へ
の
報
復
を
予
言
的
に
述
べ

　
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
末
尾
の
「
三
家
為
一
、
以
反
知
□
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
予
言
の
正
し
か
っ
た
こ
と
を
検
証
す
る
役
割
を

　
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
章
も
直
接
予
言
説
話
で
あ
る
こ
と
を
示
す
箇
所
は
指
摘
で
き
な
い
が
、
言
説
部
分
の
中
に
「
今
禍
満

　
（
「
満
」
、
釈
文
の
注
に
よ
っ
て
正
す
）
　
」
や
「
其
事
悪
　
」
な
ど
の
句
を
見
る
と
、
こ
れ
も
東
門
嚢
仲
の
死
を
予
言
す
る
も
の
と
考
え

　
ら
れ
る
。

（
↓

@
こ
の
「
傅
職
篇
」
の
文
が
『
国
語
』
を
引
用
し
た
も
の
か
否
か
、
後
の
考
察
に
関
連
し
て
問
題
と
な
る
の
で
、
今
そ
の
こ
と
を
検

　
督
し
て
お
く
。
『
国
語
』
の
記
事
と
比
較
す
る
と
こ
の
文
は
、
確
か
に
似
て
お
り
、
冒
頭
の
「
或
為
之
春
秋
、
而
白
竜
而
抑
悪
、
以

　
革
勧
其
心
」
な
ど
は
、
こ
の
中
の
「
革
」
が
『
国
語
』
で
「
勧
」
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
全
く
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
、
類

　
訂
し
た
句
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
類
似
し
だ
句
も
見
え
る
か
わ
り
に
相
異
す
る
句
も
あ
り
、
『
国
語
』
に
述
べ
ら
れ

　
た
太
子
教
育
の
科
目
は
「
春
秋
」
「
世
」
「
詩
」
「
礼
」
「
楽
」
「
令
」
「
語
」
「
故
山
」
「
訓
典
」
の
九
科
目
あ
る
が
、
「
累
算

　
篇
」
」
で
は
、
「
春
秋
」
「
礼
」
「
詩
」
「
楽
」
「
語
」
「
故
志
」
「
任
術
」
「
訓
典
」
の
山
科
と
な
っ
て
い
て
内
容
も
異
な
っ
て
い

　
る
。
も
し
「
傅
職
篇
」
が
『
国
語
』
を
見
た
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
九
科
を
落
魚
と
し
、
そ
の
内
容
を
変
改
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
の
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説
明
が
つ
か
な
い
。
よ
っ
て
筆
者
は
両
者
に
直
接
的
引
用
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
す
る
。

（
↓

@
重
沢
俊
郎
氏
『
原
始
儒
家
思
想
と
経
学
』
第
一
部
一
四
、
及
び
金
谷
治
氏
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
第
三
爆
鳴
三
節
1
二
。

（
包

@
夫
三
代
之
所
以
長
久
者
、
以
其
輔
翼
太
子
有
罪
具
也
。
及
秦
而
胆
嚢
。
其
軍
営
非
貴
辞
譲
也
、
尊
上
者
告
許
也
。
国
華
貴
礼
義
、

　
奉
上
者
刑
罰
也
。
使
趙
高
率
寒
期
而
教
之
獄
、
所
習
者
非
斬
剣
人
則
夷
人
之
三
族
也
。
…
…
豊
里
胡
亥
之
性
悪
哉
コ
彼
其
所
以
道
之

　
三
三
三
三
故
旧
。
（
『
漢
書
、
質
誼
伝
』
）

（
↓

@
注
↑
）
の
袈
錫
圭
氏
も
こ
れ
ら
の
も
の
を
同
一
性
格
の
書
と
見
て
い
る
。

曾
）
本
文
に
引
い
た
『
史
記
、
十
二
諸
侯
年
表
序
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
『
鐸
顕
微
』
は
事
由
が
楚
の
十
王
の
た
め
に
作
っ
た
と
さ
れ

　
る
。
楚
三
王
の
在
位
は
前
三
三
九
～
三
二
九
年
で
あ
る
か
ら
戦
国
中
期
と
み
な
せ
る
。

璽
　
『
官
僚
微
伝
』
は
、
そ
の
呼
称
よ
り
考
え
て
、
『
史
記
、
十
二
諸
侯
年
表
序
』
に
所
謂
『
虞
氏
春
秋
』
八
篇
の
抄
録
と
み
な
さ
れ

　
る
が
、
．
『
虞
氏
春
秋
』
の
虞
卿
は
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
趙
の
孝
成
王
の
相
と
あ
る
。
趙
孝
成
王
の
在
位
は
前
二
六
五
～
二
四
五
年
、

　
即
ち
戦
国
末
期
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
抄
録
本
は
そ
れ
以
降
の
作
と
な
る
。

⑭
　
張
政
娘
氏
前
掲
解
題
。

＄
　
同
右
。

⑯
　
あ
る
い
は
「
春
秋
篇
」
が
『
左
伝
』
の
を
適
当
に
改
変
し
た
も
の
と
も
い
え
る
が
、
双
方
と
も
主
旨
そ
の
も
の
は
同
じ
で
あ
る
か

　
ら
、
改
変
の
必
然
性
が
見
当
ら
な
い
。

⑭
　
『
漢
書
、
儒
林
伝
』
で
は
質
誼
を
『
左
伝
』
の
伝
授
者
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
従
う
こ
と
は
で
き

　
な
い
。

璽
　
鎌
田
正
氏
『
左
伝
の
成
立
と
其
の
展
開
』
一
八
一
～
一
八
三
頁
。

⑲
　
た
と
え
ば
津
田
左
右
吉
氏
『
左
伝
の
思
想
史
的
研
究
』
第
二
篇
「
左
伝
の
説
話
と
そ
の
発
展
径
路
」
に
お
け
る
考
察
で
は
、
こ
の

　
よ
う
な
前
提
で
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

竃
　
鎌
田
正
氏
前
掲
書
第
一
編
、
層
第
二
章
、
第
二
～
三
節
。

曾
）

ﾈ
お
こ
の
表
現
は
『
左
伝
』
と
異
な
る
春
秋
説
話
の
伝
承
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
も
存
し
た
と
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
言
い
得
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る
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
儒
家
の
伝
承
以
外
に
全
く
な
か
っ
た
と
見
て
の
も
の
で
は
な
い
。
儒
家
以
外
の
文
献
の
春
秋
説

　
話
が
、
そ
の
文
献
の
作
者
の
属
し
た
学
統
、
学
派
に
古
来
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
十
分
認
め
ら
れ
る
。

窮
）

ﾙ
稿
「
左
伝
の
成
立
に
関
す
る
新
視
点
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
3
5
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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